
■B図

●この説明書は、必ず組立てされる方にお渡しください。

1グレイジングチャンネルの取付け
●グレイジングチャンネルをガラス四周にまわしてください。

2障子の組立て
①先ず左右の框をグレイジングチャンネル付ガラスにはめ込みます。
※框の上下桟用の切欠き部に、ガラスが12mm出るようにしてください。（A図）
②次に上下桟を差込み、框とねじで固定します。
※上桟は、気密材が室外側になるように組立ててください。（B図）
※下桟は、戸車が見える状態が室内側になるように組立ててください。（下図）
※上桟を組立てる際は、ねじれが生じないようにしてください。
※框の最下端の穴は、戸車調整穴になります。
※召外框と上桟が組立てできない（組立てねじがささらない）場合は、召外
框上部振れ止めを取外してから組立ててください。組立て後、取外した振
れ止めは、取付け直してください。
③最後に、プッシュボタンを取付けます。

■組立て順序

■組立て上のお願い
●ガラス寸法は、ダンボール又はカタログをご覧ください。
●グレイジングチャンネルは別売りです。ガラス厚に応じて選択してください。
●錠および把手の取付けは、障子を枠に建込んだ後に、「戸先錠・障子建付け 取付け調整説明書」「把
手・ストッパー 取付け説明書」に従って取付けてください。先に取付けると、運搬の際にキズや破
損のおそれがあります。
●ねじは必ず指定の組立てねじを使用して、2.5±0.5N・m｛25±5kgf・cm｝のトルクで止めた後、
ゆるみ・ガタツキのないことを確認してください。

■A図
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※部材をハンマーで直接たたかないでください。
部材が変形するおそれがあります。

お願い

当て木

ハンマー

※框下部は樹脂部品ですので、斜め
（角当て）にはしないでください。

※框下部には樹脂部品
が付いています。
　障子組立て後に保管
する場合は、框下部に
重量がかからないよ
うに下桟に木片など
を当ててください。

お願い
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※下図は内観から見た状態での障子の並びを示しています。
※内障子と外障子では、似て異なる部材があります。外障子召外框はサブロックが付いてい
ます。内障子下桟は部材判別ラベルあるいはストッパーが付いています。

■部材判別、組立てねじ・プッシュボタンの取付け位置説明図
ねじ
プッシュボタン
ブランドラベル
（ロットNo.表示位置）

【外障子】 【内障子】

●2枚建て（L）

【外障子】 【内障子】

※2枚建て（R）は本図と対称となります。
※2枚建て（R）の場合、ブランドラベルは外障子に付きます。

●4枚建て

【内障子／左】 【外障子／左】 【外障子／右】

【略図の説明】

【内障子／右】

●4枚建て把手付障子●2枚建て把手付障子（L）
【内障子／左】 【外障子／左】 【外障子／右】 【内障子／右】
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■組立てねじ一覧表

サブロック ストッパー（外側） ストッパー（外側）

ストッパー（外側）ストッパー（外側）

ストッパー（外側）

ストッパー（外側）

サブロック ストッパー（外側）

ストッパー（外側） サブロック サブロック

サブロックサブロック

ストッパー（外側）

ストッパー（外側）

部材判別ラベル
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